
第 1 回こども家庭審議会 こどもの貧困対策・ひとり親家庭支援部会 
 
山野意見 
★SSW について 
令和５年度こどもの貧困対策に関する主な施策について 
〇 スクールソーシャルワーカー・スクールカウンセラーの配置充実 
・ 全てのこどもが集う場である学校をプラットフォームとして、不登校や虐待などこどもや
その家庭が抱える課題への早期対応を図るため、令和５年度においては、スクールソーシャル
ワーカーやスクールカウンセラーの貧困や虐待等への対策のための重点配置校を前年度比
3,900 校増の 16,200 校とするなど、配置を推進する。 
→次々と起きる子どもの事件、問題 

政策として本当に子どもの最善の利益を優先しているのか。 

子どもや家庭の貧困など見えないニーズをつかみ対応できているのか。 

→現状、SSW は呼ばれてくる、特別に置かれる人であって、子どもの学校生活の中でニーズ

をキャッチして動く SW活動ができていない。＝配置の少なさ。 

職責を明確化し（スクリーニングの実施など全数把握の学校組織のなかで仕組みとしてニ

ーズをキャッチし、丁寧に子どものニーズに沿った対応を先導していく役割）、正職化すべ

きである。  

 
以下、日本ソーシャルワーク教育学校連盟の作成資料より。 
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1 学年 1.2 万人の有資格者誕生。以下、学生の興味と実際の就職のギャップ。 

 

 
 



SSW のなり手がいないのではなく、正職採用希望学生が 94％いるが。。。 

 
 


